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当社子会社によるベトナム沖 16-2 鉱区における 

天然ガス・コンデンセートの発見に関するお知らせ 

 

当社子会社のＪＸ日鉱日石開発株式会社（本社：東京都千代田区大手町二丁目、社長：古関 信）

が出資する新日石クーロン石油開発株式会社は、ベトナム沖 16-2 鉱区にて実施した試掘の結果、

天然ガス・コンデンセートを発見いたしましたので、お知らせいたします。 

なお、これに伴う現時点での当社連結業績への影響は軽微です。 

 

 

以 上 

 

 

「添付資料」ベトナム沖 16-2 鉱区における天然ガス・コンデンセートの発見について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

２０１１年１月５日 

ＪＸ日鉱日石開発株式会社 

 

 

各  位 

 

 

ベトナム沖 16-2 鉱区における天然ガス・コンデンセートの発見について 

 
 

当社（社長：古関信）が出資する新日石クーロン石油開発株式会社は、ベトナム沖 16-2 鉱区にて

実施した試掘の結果、天然ガス・コンデンセートを発見いたしましたので、お知らせいたします。 

 

新日石クーロン石油開発株式会社は、Petrovietnam Exploration Production社（本社：ベトナム）およ

び Joint Venture Vietsovpetro 社（本社：ベトナム）とともに本鉱区における探鉱事業を推進してまいり

ましたが、このたび、試掘２号井「HMX-1X」において、天然ガス・コンデンセートの存在を確認しまし

た。今後は、本鉱区の商業性の有無を確認するための探鉱・評価作業を継続して実施いたします。 

 

当社はベトナムを重点地域の一つと位置づけており、本鉱区のほかに 5-1 b/c 鉱区においても探

鉱活動を進めております。また 15-2 鉱区（ランドン油田、フンドン油田）においては子会社の日本ベト

ナム石油株式会社がオペレーターとして原油生産操業を行なっております。 

 今後も同国における事業をさらに拡充するとともに、その他重点地域においても積極的に事業を 

展開してまいります。 

 

 

以 上 

 

添付資料 

鉱区等の概要、鉱区位置図 

 



【鉱区等の概要】 

 

１．ベトナム沖 16-2 鉱区概要 

 

（１） 鉱区位置 ： ベトナム ブンタウ市南東沖 120km（水深約 40m） 

              

（２） 権益比率 ： 新日石クーロン石油開発株式会社                    40%             

                Pｅｔｒｏｖｉｅｔｎam Eｘｐｌｏｒａｔion Production Corporation Ltd（PVEP）(*) 45% 

                Joint Venture Vietsovpetro                        15% 
 
                  (*)オペレーター、ペトロベトナムの 100％子会社 

                    

（３） 沿 革 ： 2007 年 11 月 生産物分与契約を締結 

            2009 年 11 月 試掘１号井「DN-1X」を掘削 （天然ガス・ｺﾝﾃﾞﾝｾｰﾄの存在を確認） 

            2010 年 8 月 試掘 2 号井「HMX-1X」を掘削 

 

２．新日石クーロン石油開発株式会社の概要 

 

（１） 代 表 者 ： 古関 信 

（２） 資 本 金 ： 2,094.5 百万円 

（３） 設 立 ： 2010 年 4 月 19 日 

（４） 株 主 ： 独立行政法人 石油天然ガス・金属鉱物資源機構   

            JX 日鉱日石開発株式会社                 

         

【鉱区位置図】 

 
 

 

 

以 上 

添付資料 

油田 

ガス田 

油パイプライン 

ガスパイプラライン


